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娘が親と同居を選択する際の要因分析を行った。Logit modelおよびMultinomial logit modelを用いた実証
分析の結果，住宅費用の節約，女性の就業，子供の面倒，親の介護または介護の可能性などが親との同居別
居選択行動に大きな影響を持っていることが明らかになった。
　第 5章では得られた第 2章から第 4章までの実証分析で結論をまとめ，今後の研究課題について論述して
いる。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，近年研究が盛んになっている「家族の経済学」をベースに，家族の医療・介護サービス需要を
例に取り上げ，家計内の資源配分やリスク負担の問題を，個票データを用いて実証的に議論している。個票
データの分析には多大の労力と注意深さが必要であるが，筆者は適切な統計手法をもちいて大量のデータを
処理し，家計内のリスク分担や資源配分について新しい知見を得ている。また，既存の「家族の経済学」理
論と筆者が得た実証結果との関係も十分検討し，この理論の中で実証結果がどのように位置づけられるかに
も言及している。さらに，本研究の政策的含意についても考察を行っている。
　本論文の主要な部分は，審査つき学術誌に採択されている。以上の諸点を評価すると，本論文は本学の博
士号の水準に達しているものと認められる。
　よって，著者は博士（社会経済）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
